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2022年度 就労型課題解決インターンプログラム
報告会
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瀬川友希 山口柚実 廣瀬兼也 間宮悠真
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AGENDA

活動報告

就労の様子

おやすみ

区内見学

成果物：「周遊促進プラン」

今回の課題

厚田区の概観

フェノロジーカレンダーとは？

なぜ「厚田」で

「フェノロジーカレンダー」？

作成の流れ

「あつたフェノロジーカレンダー」

作成してみて…

最後に…
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活動報告

1.就労体験編 2.区内見学 3.休日
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就労

「あいろーど厚田」一純 海浜プール

・開店準備、盛付け、接客対応、食器洗浄等 ・駐車場受付、温水シャワー案内、清掃、場内放送
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就労

厚田キャンプ場 ジップライン

・ジップラインの受付、誘導
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区内見学

東農園 おかずの駅 ほっ

野菜の収穫体験 採れたて野菜を使ったお食事処
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区内見学

ありすカフェ EZO FIELD

館内見学 EZOFIELDドリンク
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区内見学

ふれあいきのこ村 飛ぶ鳥農場

・館内見学 ・農場⾒学
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区内見学

金大亭

石狩鍋 コース料理



10

休日

望来でブルーベリー狩り� 灯篭流し
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休日

Café Un Jour （石狩市内のカフェ） 石狩アグリケーション 報告会
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休日

白銀の滝 道の駅るもい
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成果物：「周遊促進プラン」
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今回の課題

・厚田の観光客入込数が道の駅の影響で激増

→市街地へ行かない、厚田区内の盛り上げにはなっていない

・道の駅を目的とする観光客に、厚田区内を周遊してもらうためには？？
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厚田区の概観

・季節による観光客数の格差が激しい

・道の駅：旅行客の休憩所かつ地域の人の目的地として機能

・農作物や水産物と密接な暮らしをしている地域の人たち
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フェノロジーカレンダーとは？

地域の自然と人の営みを表した生物季節暦のこと。

各々の地域の動植物、祭礼行事、食の旬などの１年間の移り変わりを一目でわ
かるようにしたもので、土地とその特色を理解することができる
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フェノロジーカレンダーの目的と効果

対 訪問者

・別の季節にも来たくなる

・その季節に目的のもの以外の見どころがあることを知ってもらう！

対 地域住民

・他者からの聞き取りによる日常の「特別感」の自覚と醸成

・地域資源を一覧にすることで地域への愛着形成
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なぜ「厚田」で「フェノロジーカレンダー」？

対 訪問者

・夏に訪れる観光客に向けて、春や秋、そして厳しい冬の情報を知ってもらう

対 地域住民

・私たちの聞き取りを通じて、普段の生活が他者から見れば特別であることを

実感してほしい

◎「道の駅」から厚田市街地へ飛び出したくなるようなカレンダーを作りたい
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作成の流れ

作成の目的：「周遊観光促進」の確認

何を載せるか検討

情報まとめ・カレンダーへの書き起こし

インタビュー：農家さん、朝市の皆さん、飲食店へ

完成！
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インタビュー

朝市 道の駅
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インタビュー

佐藤水産 カントリーキッチン・アン
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インタビュー

前浜食堂 お食事と民宿 八幡二
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インタビュー

妹尾豆腐店 宮崎商店
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「あつたフェノロジーカレンダー」

※一部道の駅HPより画像をお借りしました
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作成してみて…

◆工夫した点、感想

・「食」に特化したフェノロジーカレンダーを作成

→道の駅で知った人が気軽に体験できる「厚田らしさ」

・コラムには「こだわり」を記載

→ストーリーを知ることが、訪問者の原動力になるのではないか？

◆課題

・地図の挿入・カレンダーとの対応

・お店の写真の工夫（顔写真等）

・厚田らしさ／推し（夕日、大球キャベツ、アキアジ等）の押し出し

・「その日の情報」を伝えるデータベースへのアクセスの提示
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最後に
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